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広報誌

ふれあい便り
はネットにも
掲載しています

🎏 鯉のぼりとは？
鯉のぼりは、日本で5月5日の「こどもの日」（元は端午の節句）に飾られる風習で、
男の子の健やかな成長や出世を願って掲げられるものです。色とりどりの鯉の形をし
た吹き流しを、風になびかせて空に泳がせる姿は、日本の春の風物詩として親しまれ
ています。
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地域活動の紹介① ①ページ

3月14日にケアマネサロンを開催しました。
大船地区ケアマネジャーと第７地区８地区民生
委員の意見交換会 となります。
鎌倉芸術館集会室にて参加者: ケアマネジャ
ー・包括職員４１名　民生委員３７名、社協１
名の方が参加していただきました。
意見交換・・・グループワークでは
（1）情報共有の強化について
ケアマネジャーと民生委員の連携の必要性を再
確認できました。特に対象となる方が転居や施
設に入居した場合に情報共有がないと民生委員
が何度も訪問して安否確認をすることになって
しまう、近隣の方も心配な声が出てきます。そ
のため情報を定期的な情報交換の場が必要。
顔の見える関係作りが大切だという意見が出ま
した。
（２）支援が必要な高齢者の把握
定期的に情報交換が必要。
民生委員だけで対象者の支援を担うのではなく
負担が偏らない様に住民同士の支え合い活動の
強化していくことの大切さを共有しました。
今後の取り組み
ケアマネサロンは今後も継続していく。
ケアマネジャーも民生委員への連絡を意識する
（適宜、連絡票という書式を活用する）
地域ごとの防災意識を共有することで対象者の
支援に役立てていく。

 民生委員とケアマネサロン開催！



地域活動の紹介②

～ふれあいの泉「オレンジカフェ」スタート～
4月12日（土）、今泉にある特別養護老人ホーム
「ふれあいの泉」にて、地域交流の場として
「オレンジカフェ」を初開催しました。（全3回
シリーズの第1回）
当日はご家族の面会に来られた方や地域住民の
皆さまなど、15名が来店。初回としては大変あ
りがたいスタートとなりました。コーヒーは豆
から挽いて一杯ずつ丁寧にご提供。フロアには
香ばしい香りが広がり、ゆったりとした心地よ
い時間が流れました。
カフェを利用された方の中には、「昔もここで
カフェをやっていたよね」と懐かしむ声も。地
域に根ざした交流の場としてのカフェの大切さ
を改めて感じさせられるひとときとなりまし
た。午後2時からは、施設職員による音楽レクリ
エーションも開催。ギター演奏にあわせて春の
名曲を歌い、皆で笑顔あふれる時間を楽しみま
した。締めくくりには施設長より、認知症に関
する基礎知識の解説もあり、「認知症があって
も安心して暮らせる地域づくり」に向けた一歩
にもなりました。
次回は 5月10日（土）13:00～15:00 を予定し
ています。これからの季節に向けて、アイスコ
ーヒーのご用意も予定しています。どなたでも
参加できます。お気軽にお立ち寄りください。

②ページ

地域に開かれたやさしいオレンジカフェ



地域活動の紹介③

3月29日、今泉台町内会館にて「認知症サポーター
養成講座」を開催しました。
この講座は、厚生労働省が2015年から全国で展開
している取り組みのひとつです。認知症に関する正
しい知識と理解を地域の皆さんと共有し、認知症の
方やそのご家族を温かく見守り、できる範囲で支え
る「認知症サポーター」の養成を目的としていま
す。今泉台地域は高齢化が進んでおり、今後も認知
症の方が増えていくことが予想されます。そのた
め、地域での支え合いがますます大切になってきま
す。当日の講座では、
① 認知症とはどのような病気か
② どんな特徴や症状があるのか
③ といった基本的な内容から、実際の事例をもと
に、身近な場面でどのように接すればよいかを参加
者の皆さんと一緒に考えました。
参加された方々からは、以下の声が寄せられました
「両親はまだ元気ですが、今のうちから認知症につ
いて理解できてよかったです。特徴がよくわかりま
した。」
 「ご近所に、まさに今日学んだような症状の方が
います。どう関わればいいか、事例を通して理解で
きました。」
認知症への理解が深まることで、たとえ認知症にな
っても安心して暮らし続けられる地域をつくってい
くことができると考えております。

③ページ

認知症サポーター養成講座開催！



元気な内から伝えたい情報① ④ページ

 分電盤の点検商法にご注意ください！
国民生活センターで点検商法について消費者に注意
を呼びかけている記事を今回ご紹介します。
2024年度では「分電盤の点検に行きます」の電話
から始まる勧誘に注意してください。
分電盤の点検商法に関する相談が2024年度に入り
急増しています。
分電盤は、内部に屋内配線の安全確保等のためのブ
レーカー等が内蔵されており、一般的に玄関や洗面
所等に設置されています。
分電盤の点検商法に関する相談件数は2024年11月
末時点で2023年度同期と比べ約25倍となってお
り、契約当事者の約8割が70歳以上です。
相談事例では、業者が電話等で突然分電盤やブレー
カーの点検を持ち掛けて訪問し、「すぐに交換しな
ければ漏電して火事になる」などと不安をあおりそ
の場で分電盤の交換を迫る手口がみられます。中に
は電話口で電力会社やその委託会社と名乗り、信用
させる例もみられますのでお気をつけください。
消費者へのアドバイス　一部紹介

電話等で点検を持ち掛ける業者には安易に点検
させないようにしましょう。
点検させたとしてもその場では契約せず、十分
に比較・検討しましょう。
クーリング・オフ等ができる場合もあります。
4年に1回の無料法定点検について日頃から確認
しておきましょう。

分電盤は建物全体の電気を管
理し、各部屋や設備に適切な
電力を供給している物です。



元気な内から伝えたい情報② ⑤ページ

 2024年度総合相談分析①
2024年度の当センターでの総合相談内容を分析を行いました。今回一部をご紹介
します。※対象地域は大船1～6丁目・岩瀬・今泉・今泉台になります。

初回相談の方が多いですが2024年度以前から継続して対応している相談も
多くあります。男女比は例年通り対象者は女性が多い状況。

相談者の年齢層は80歳～90歳が多く、体調不良や生活支援の必要性が出ています。
世帯と合わせると80歳～90歳の一人暮らし、夫婦のみの世帯は相談率が高い

実際に相談されるのは本人よりご家族からの相談が本人より2倍も多くいます
介護申請をした結果から見ると比較的お元気な段階で申請を希望されている傾向です



元気な内から伝えたい情報③ ⑥ページ

 2024年度総合相談分析②

相談件数127件

相談件数143件

相談件数57件

相談件数194件

大船地域は駅近くよりも駅が遠い地域
の相談率が高くなっています。人口の
数としても駅より遠い地域の方が多い
ため比例しています。5丁目には入所施
設があるため数値が例年高い傾向。

駅寄りの1丁目よりも離れている岩瀬の
相談数が多いですが岩瀬全体としてど
ちらも相談数は多い傾向。1丁目はマン
ション、岩瀬は住宅街が多い傾向。

大船1～6丁目地域 人口 8241人 
65歳以上 1789人 高齢化率 22％

岩瀬地域 人口 9412人 
65歳以上 2038人 高齢化率 22％

今泉地域 人口 1886人 
65歳以上 654人 高齢化率 35％

今泉台地域 人口 4720人 
65歳以上 2074人 高齢化率 44％

今泉は他の地域に比べて人口が少な
く、比例して件数は低い傾向。2丁目は
小学校近くの住宅街もあり、人口が多
いため件数も多くなっています。

今泉台地域は長年住んでいる地域、世
代交代した地域で高齢化率も差があり
ますが相談数は最も多くなっていま
す。湖畔商店街寄りの地域の相談数が
多い傾向。



開催予定のイベント情報 参加者募集しています！ ⑦ページ
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